
業績ハイライト
社 　 　 名 千代田インテグレ株式会社
設 　 　 立 1955年9月
本社所在地 東京都中央区明石町4-5（2022年4月移転予定）
資 本 金 23億3,156万円
従 業 員 数 201名（グループ総計 3,067名）
U R L https://www.chiyoda-i.co.jp/

会社の概要

代表取締役会長兼社長 小池　光明
取締役専務執行役員 金邉　浩康
取締役常務執行役員 村澤　琢己
取締役執行役員 村田　　功
社 外 取 締 役 柳沢　勝美
社 外 取 締 役 眞下　　修
社 外 取 締 役 ロブ・クロフォード

役員の状況（2022年3月30日現在）

常 勤 監 査 役 林　　孝総
社 外 監 査 役 遠藤　克博
社 外 監 査 役 菰田　当昭
執 行 役 員 関口　　充
執 行 役 員 辻　　智晴
執 行 役 員 松重　宗徳
執 行 役 員 寺田　　修

大　株　主 持株数(株) 持株比率（％）
いちごトラスト・ピーティーイー・リミテッド 2,937,700 24.08
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,137,700 9.33
NIPPON ACTIVE VALUE FUND PLC 500,000 4.10
株式会社三菱UFJ銀行 429,000 3.52
日本生命保険相互会社 402,160 3.30
日本毛織株式会社 385,200 3.16
東京中小企業投資育成株式会社 378,020 3.10
BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK FUND 321,113 2.63
第一生命保険株式会社 304,000 2.49
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 278,200 2.28
※持株比率は自己株式1,328,710株を控除しています。

大株主（上位10名）

株式の状況
発行可能株式総数／発行済株式総数 32,600,000株／13,528,929株
株 主 数 4,045名

個人その他

17.26％
2,336千株

外国法人等

38.14％
5,159千株

その他法人

11.25％
1,521千株

金融機関

22.54％
3,049千株

自己株式

9.82％
1,328千株

金融商品取引業者

0.99％
134千株

所有者別株式数分布状況

株式情報（2021年12月31日現在）

業種別売上高構成比

その他（北米等を含む）

負債純資産合計

46,403

現金及び預金
17,551

受取手形及び
売掛金

 9,268

有形固定資産
10,633

無形固定資産
129

投資その他の資産
3,148

支払手形及び
買掛金
5,642
短期借入金
1,020

固定負債

1,482
繰延税金負債
461

流動資産
32,492

固定資産
13,910

純資産
35,990

流動負債
8,930

資産合計

46,403

地域別売上高構成比

10.8% 22.9%

日本

中国

29.0%
東南アジア

37.3%

OA機器

29.9%

AV機器

27.1%
自動車

18.3%

家電その他

18.2%

通信機器

6.5%
業種別

売上高構成比

地域別
売上高構成比

売上高

40,006百万円

前年同期 37,544百万円
前年同期比

6.6％
営業利益

2,696百万円

前年同期 1,799百万円
前年同期比

49.8％
経常利益

3,024百万円

前年同期 1,808百万円
前年同期比

67.2％
親会社株主に帰属する
当期純利益

2,398百万円

前年同期 882百万円
前年同期比

171.9％

資産の状況（単位：百万円）

年次報告書
2021年1月1日〜2021年12月31日

千代田インテグレ株式会社
証券コード：6915

第66期
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MEXICO

USA

San Diego

第66回定時株主総会決議のお知らせ
2022年3月30日開催の当社第66回定時株主総会におきまして、 
以下のとおり報告並びに決議されました。

⃝報告事項
1. 第66期（2021年1月1日から2021年12月31日まで）事業

報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連結
計算書類監査結果報告の件

2. 第66期（2021年1月1日から2021年12月31日まで）　　　
計算書類報告の件
本件は、上記につき、各内容を報告いたしました。

⃝決議事項
〈会社提案(第1号議案から第2号議案まで)〉
第1号議案：剰余金処分の件

本件は、原案どおり承認可決され、期末配当金につきましては 
1株につき120円と決定いたしました。

第2号議案：定款一部変更の件
本件は、原案どおり承認可決されました。

〈株主提案(第3号議案から第4号議案まで)〉
第3号議案：譲渡制限付株式報酬制度に係る報酬額承認の件

本件は、否決されました。
第4号議案：自己株式取得の件

本件は、否決されました。

株主メモ
事 業 年 度 1月1日から12月31日まで
剰余金の配当の基準日 12月31日
定 時 株 主 総 会 3月
単 元 株 式 数 100株
上場金融商品取引所

（ 証 券 コ ー ド ）
東京証券取引所

（6915）
公 告 方 法 電子公告

ただし、事故その他やむを得ない事由により電子
公告による公告をすることができない場合は、日
本経済新聞に掲載いたします。
公告掲載URL　https://www.chiyoda-i.co.jp/

株 主 名 簿 管 理 人 ／
特別口座の口座管理機関

東京都千代田区丸の内一丁目4番5号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

郵 便 物 送 付 先／
電 話 照 会 先

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-232-711(通話料無料)

株式事務に関するご案内
お手続き内容 お問い合わせ先

⃝住所・氏名等のご変更
⃝単元未満株式の買取請求
⃝配当金の受領方法のご指定

口座を開設されている証券会社へ
お問い合わせください。

⃝未受領の配当金のご照会
⃝郵送物等の発送と返戻
⃝その他一般的な株式事務
⃝特別口座

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部までお問い合わせ
ください。
0120-232-711（通話料無料）

株主の皆様へ
　株主の皆様には、平素より格別の
ご支援ご愛顧を賜り誠にありがたく
厚く御礼申し上げます。  
　当社の第66期（2021年1月1日か
ら2021年12月31日まで）の決算及
び事業の概況につきましてご報告申
し上げます。  
　今後とも株主の皆様の一層のご支
援ご鞭撻を賜りますようお願い申し
上げます。

　当連結会計年度における世界経済は、新型コロナウイル
ス感染症が依然として収束せず、引き続き感染状況に左右
されました。米国では、個人消費や設備投資の促進により堅
調さを維持しました。中国では、不動産業界の苦境や資源価
格高騰、ゼロコロナ政策で局所的に厳しい行動制限が課さ
れ、経済活動に影響を与えました。他のアジア地域では、新
型コロナウイルス感染再拡大によるロックダウンの影響等
により景気の回復ペースが鈍化しました。
　また、我が国経済は、一時は緊急事態宣言等の解除により
景気に持ち直しの動きがみられたものの、年末にかけて新
たな変異株を中心とする第６波が発生し、先行き不透明な
状況が続きました。
　このような経営環境の中で、グループ一丸となり感染症
拡大防止策を講じながら事業活動を行うとともに、事業領
域を広げ、売上を拡大し利益を生む戦略を展開しました。
　この結果、当連結会計年度の業績につきましては、売上高
は40,006百万円（前年同期比6.6％増）、営業利益は2,696
百万円（前年同期比49.8％増）、経常利益は3,024百万円（前
年同期比67.2％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は
2,398百万円（前年同期比171.9％増）となりました。

代表取締役会長兼社長

小池　光明

メキシコ・
レオン

社 　 名 CHIYODA INTEGRE DE 
MEXICO, S.A. DE C.V.

設 立 2014年7月

所 在 地 Circuito Paseo de las 
Colinas Lotes 1-12
Parque Ind. Colinas de 
Leon Leon Guanajuato 
Mexico CP37668

2014年に営業所として設立され、今年で8年目を迎えま
す。場所はメキシコの中央高原地域に位置し、自動車産業の
集積地でもあります。2017年からは工場として生産活動を
開始し、主に自動車市場へ内外装部品を販売しています。

2022年にはメキシコ北部国
境地域に駐在員事務所の開設を
視野に入れ、アメリカ現地法人
との連携を強化し、自動車の内
外装部品に加え、電装・EV関連
部品の販売活動を進めます。また、南部地域には欧米系自動
車メーカ－の供給網が形成されており、非日系企業への販売
を増加させ事業拡大を図ります。

毎年1月6日に「ロスカ・デ・レジェス」という伝統的なリン
グ状のパンを食べてお祝いをする習慣があります。全従業員
で分けて食べますが、パンの中には人形が入っていて人形を
引き当てた人には幸運が訪れると言われています。恒例行事
の1つとして従業員にとても親しまれています。

拠点紹介

事業拡大に向けて

社内レクリエーション

　2022年1月1日より、こ
れまでの人事制度から新た
にスペシャリストへの分化
も可能にした新人事制度を
導入いたしました。特定の分野で高い専門知識・技術・
人脈を持ち、その分野に特化した業務を遂行して成果を
出すスペシャリストとしての働き方を、社員本人の意思
に基づき選択できるようになりました。多種多様な働き

方を可能にし、社
員が高い能力を発
揮できる、働きが
いのある職場環境
の整備を今後も進
めてまいります。

新 人 事 制 度 の 導 入

社内説明会の様子

　これまで安定成長領域とされていたOA機器や、
TV・通信機器・デバイスといった領域だけに留まらず、
今後拡大成長が見込めるEVをはじめとした自動車関連
分野等への事業領域の転換を果たすべく、2024年を最
終年度とする３年間の中期経営計画を策定しました。
事業戦略の中核として、自動車関連分野のマーケット
規模が大きい中国だけでなく、欧米エリアでの生産能
力の増強を図ってまいります。

新中期経営計画を策定

2024年12月期 目標 2022年12月期以降の
収益認識基準適用後数値

連結売上高 450億円
連結営業利益 31億円
連結営業利益率 6.9％
純利益 23億円

当期（2021年12月期）の業績について
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